
 

国土強靱化 民間の取組事例 154    普及啓発・人材育成 

地域を守る！ ▶普及啓発・人材育成 17 レジリエンス教育を行う 

154 被災企業の社員自らがガイドとなる「震災学習列車」 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

三陸鉄道株式会社 
【平成 27 年】 

9400001000710 サプライ関連事業者 
【運輸業，郵便業】 

岩手県 

 三陸鉄道株式会社が実施している「震災学習列車」は、東日本大震災における津波の教訓と被災地

の現状を伝える企画列車である。実際に沿線の被災区間を乗車し、防災意識を高める機会としてい

る。 

 利用者の希望により、平成 28年の台風10号の被害状況についても、社員のガイドによる案内が可

能となっている。 

 次世代の子どもたちに、「来て」、「「見て」、「「感じて」ほしい、将来の防災に役立ててほしいという気

持ちから始めたものであり、被災企業として何ができるのかを考えた結果、社員自らがガイドとな

り被災・復旧・復興の現状を正確に伝えることとした。 

 同社の社員または沿線住民が列車内で震災の状況を案内し、被災状況を見ることができる場所にお

いて一旦停止または徐行運転を行うことで防災意識の向上を目指している。また、全国の学校・県

市町村議会といった公的機関の利用も多く、被災地の現状をそれぞれの地元へと伝える役割も担っ

ている。 

 

 


